










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.31)
つまり、わざに連動して、合理的な間が成立する。そして、その構造は、さらに削ら
れることで無の志向性を有する。無心の境地と、わざの道理・理合いをとおして、わざ
は洗練される。こうして、わざの本筋が明らかとなる。ここにおける、わざには、間合
いが豊かに現われる。その結果において、修行者は、心理的備えが確立されるに至る。
この志向性故に、自己は洗練されて本質が主体となり、充実した間・いわば余白
の心域が増していく。そして、やがて、敢えてわざを用いない秘の域・心域に超越し、
独創の花・妙術が現われる。『花伝』に示された妙花の構造は、このような豊かな余白・
間を孕んでいる。本質が漲る故に敢えて動くことを要しない。いわば、『花伝』におけ
る「せぬ所」せぬわざは、本質へのわざを有している。そして、これを体得することで、
生涯の主になる花となる。ここに、永遠性が一層進展していくことに成る。
この花は、まさに国風文化における省略の風雅に端を発して中世に至り開花し、近
世にも進展していった。つまり、本質を究極的に現わした池坊専慶、村田珠光、雪舟、
長谷川等伯、千利休、柳生但馬守宗矩、松尾芭蕉、円空等の達人によって、対象の究
極的要素としての本質が認められる。
そして、この志向性が、近代に至るも主として藝術の営みに継承されている。つま
り、それぞれの分野において、「形」・「花」として確立され継承されている。これは、
特に道の文化である武道、茶道、華道、書道等とともに、舞踊、日本画、彫刻等にお
いても、それが認められる。つまり、それは、簡素な美の構造への志向性に連動して完
成された本質的構造を有している。そこには、余白・無心・枯淡の本質美が豊かに生
成される。また、動を宿した静の美でもある。それは、敢えて、動じない故のゆとり
をも含蓄している。合理性の上に構築された非合理的なところに位置する妙花が存在
する。
そして、古武藝においても、中世における『花伝』の花が、近世に継承された構造を
呈していると云えるものであり、近世における妙術・妙花である。この妙花は、前述
のとおり中世・近世・近代をとおして、一貫して超越的な域に位置している。いわば、
これは、絶対的時間上に活き続けているといえるものであろう。
まさに、これは、日本古伝龍表現においても、本質的に国風文化の継承が認められ
るものである。先述のとおり、全体は、静的であり自然体で、部分を現わし、或いは、
多くを雲波等で覆い秘されての簡素な表現である。さらには、爪においても削りの志
向性により、3本爪となっており、口は、閉ざされている。
ここに、日本古傳藝術表現の絶妙なる妙花・省略の風雅が認められるものである。
つまり、余白・空間・無の共通性の上に咲く花としての多様性の妙花である。これ
こそが日本古傳藝術表現の本質的源泉である。
より良き社会の進展におけるあらゆる可能性はこの妙花・省略の風雅の中に秘めら
れていると痛感する。
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